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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 35,675 30.6 2,707 101.4 2,705 97.5 1,576 134.7
23年3月期第2四半期 27,308 19.9 1,344 14.8 1,369 18.4 671 △1.2

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 1,618百万円 （100.4％） 23年3月期第2四半期 807百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 44.60 ―
23年3月期第2四半期 21.00 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 62,251 19,234 30.8
23年3月期 62,314 18,004 28.8
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  19,191百万円 23年3月期  17,961百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 7.00 ― 11.00 18.00
24年3月期 ― 9.00
24年3月期（予想） ― 9.00 18.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 67,000 12.0 4,150 13.8 4,000 8.7 2,320 14.4 65.63



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点におきまして、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前
提に基づき作成したものであります。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、四半期決算短信【添付資料】Ｐ．４「連結業績予想に関する定性的
情報」をご覧ください。 
（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法について） 
 四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載いたしております。 
 また、当社は、平成23年11月１日（火）に機関投資家及び個人投資家向け決算説明会、11月４日（金）に機関投資家向け決算説明会を開催する予定です。この
決算説明会の詳細につきましては、当社ホームページに掲載いたしております。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 36,849,912 株 23年3月期 36,849,912 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 1,498,367 株 23年3月期 1,498,187 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 35,351,661 株 23年3月期2Q 31,998,668 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の被害からの回復に向けた動きが着実に拡がり

ました。しかしながら、欧州の金融危機やその影響による円高の進行により輸出企業を中心に業績が下ぶれとなる

など、景気の先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 不動産業界におきましては、大震災の発生直後に一時的に混乱は見られたものの、回復は早く現在は全般的に通

常の市場に戻っています。景気動向は厳しい状況が続いておりますが、住宅需要は根強く、景気動向の影響を受け

にくい低価格帯の物件は引続き堅調に推移しております。 

 当社グループ（当社及び当社の連結子会社）におきましては、震災の発生直後は設備機器や資材の調達が難航す

ることが予想されたため、住宅の竣工・引渡しが通常より遅れることを見込んでおりましたが、実際の影響は軽微

に止まったことから、当第２四半期連結累計期間の引渡戸数が期初予想を大きく上回りました。この結果、当第２

四半期連結累計期間におきましては、販売契約高・売上高及び経常利益は期初の業績予想並びに前年同期の業績を

上回る結果となりました。 

 なお、前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間の実績は以下のとおりであります。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 分譲住宅セグメントにおいては、顧客の住宅間取りや設備仕様に対する様々なニーズに対応した自由設計住宅の

販売が引き続き順調に推移しました。当セグメントの当第２四半期連結累計期間の受注契約高は12,349百万円（前

年同期比29.8％減）となり、前年同期の絶好調時の受注状況が一段落しました。一方、売上高は14,538百万円（前

年同期比40.6％増）となり、セグメント利益はリーマン・ショック後に仕入れた利益率の高い物件引渡しを反映し

て1,824百万円（前年同期比344.6％増）と大幅な増加となりました。 

 住宅流通セグメントにおいては、フジホームバンク大阪店の仕入・販売エリアの拡大やおうち館和泉店、フジホ

ームバンク西宮店の開店等により、順調に業績を伸長させることができました。以上の結果、当セグメントの売上

高は13,242百万円（前年同期比35.4％増）となりましたが、フジホームバンクおうち館泉佐野店及びフジホームバ

ンク西宮店の開店費用並びに営業社員等の採用増による営業費用の増加により、セグメント利益は624百万円（前

年同期比4.0％減）となりました。 

 土地有効活用セグメントにおいては、「フジパレスシニア」（低賃料タイプサービス付き高齢者向け住宅）の受

注が、前連結会計年度に引き続き好調に推移し、当セグメントの受注高は4,489百万円（前年同期比100.6％増）と

大幅な増加となりました。売上高は3,871百万円（前年同期比9.4％増）となり前年同期に比べ増加しましたが、利

益率の比較的低い個人投資家向け一棟売賃貸マンションの売上構成比が高まったことから、当セグメントの利益率

が低下し、セグメント利益は483百万円（前年同期比13.8％減）となりました。 

 賃貸及び管理セグメントにおいては、主として土地有効活用事業にリンクした賃貸物件及び管理物件の取扱い件

数が増加したこと、稼働率が前年同期に比べ改善したことにより、当セグメントの売上高は3,837百万円（前年同

期比7.2％増）となり、セグメント利益は177百万円（前年同期比63.2％増）となりました。 

 注文住宅セグメントにおいては、前連結会計年度より当該事業に本格的に参入したことにより、売上高184百万

円（前年同期比164.8％増）を計上しましたが、今後の営業展開に向けた営業人員の採用を加速させたことやモデ

ルハウス展示場の開設などの営業費用の増加により、セグメント損失12百万円（前年同期はセグメント利益10百万

円）となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は 百万円（前年同期比30.6％増）となり、営業

利益 百万円（前年同期比101.4％増）、経常利益 百万円（前年同期比97.5％増）、四半期純利益 百

万円（前年同期比134.7％増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

    
前第２四半期 
連結累計期間 

当第２四半期 
連結累計期間 

増加率 

販 売 契 約 高  (百万円)  29,944  31,088 ％ 3.8

売 上 高  (百万円)  27,308  35,675 ％ 30.6

営 業 利 益  (百万円)  1,344  2,707 ％ 101.4

経 常 利 益  (百万円)  1,369  2,705 ％ 97.5

四 半 期 純 利 益  (百万円)  671  1,576 ％ 134.7

35,675

2,707 2,705 1,576



※第２四半期連結累計期間における損益の特徴 

 不動産業界におきましては、一般に、マンション・住宅等の引渡し(売上計上)時期は第４四半期、特に３月に集

中する傾向があります。当社グループは、不動産販売事業における戸建住宅を中心とした引渡し時期の平準化に努

めており、平成24年３月期におきましては、当第２四半期連結累計期間実績の年間売上予想に対する実績進捗率は

53.2％となり、年間売上予想のほぼ２分の１の売上実績を計上いたしました。 

 なお、通期予想に対する当第２四半期連結累計期間の実績は以下のとおりであります。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ63百万円減少しま

した。 

 流動資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ196百万円の減少となりました。これは主として、た

な卸資産の増加額983百万円及び現金及び預金の減少額1,446百万円を反映したものであります。固定資産は

百万円となり、前連結会計年度末に比べ132百万円増加しました。これは主として、有形固定資産の増加額108百万

円を反映したものであります。 

 流動負債は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,625百万円の減少となりました。これは主として、

短期借入金の減少額1,341百万円、未払法人税等の減少額163百万円及び前受金の増加額109百万円を反映したもの

であります。固定負債は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ332百万円の増加となりました。これは主

として、長期借入金の増加額696百万円及び社債の償還による減少額360百万円を反映したものであります。 

 純資産は 百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,229百万円の増加となりました。これは、配当金の支

払による減少額388百万円及び四半期純利益の計上による増加額 百万円を反映したものであります。自己資本

比率は、前連結会計年度末の28.8％から30.8％と上昇する結果となりました。 

  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、税金等調整前四半期純利

益 百万円を計上しましたが、たな卸資産の増加、法人税等の支払による支出及び借入金の純減少額等の減少

要因により、前連結会計年度末に比べ1,446百万円減少し、 百万円（前年同四半期末残高 百万円）とな

りました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は 百万円（前年同期は277百万円の減少）と

なりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益の獲得額 百万円、法人税等の支払額 百万円及び

たな卸資産の増加額 百万円等を反映したものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は 百万円（前年同期比35.7％減）となりま

した。これは主に、住宅流通事業のおうち館や分譲住宅事業に係る販売センター等の新設に伴う有形固定資産の

取得による支出 百万円を反映したものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は 百万円（前年同期比604.8％増）となり

ました。これは主に、短期借入金・長期借入金の純減少額644百万円及び社債の償還による減少360百万円を反映

したものであります。 

    通期予想 
当第２四半期 
連結累計期間 

進捗率 

売 上 高  (百万円)  67,000  35,675 ％ 53.2

営 業 利 益  (百万円)  4,150  2,707 ％ 65.2

経 常 利 益  (百万円)  4,000  2,705 ％ 67.6

当期（四半期）純利益  (百万円)  2,320  1,576 ％ 68.0

62,251

54,912

7,338

17,271

25,745

19,234

1,576

2,683

6,724 5,951

213

2,683 1,140

983

262

263

1,397



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における業績は、厳しい経済環境・所得環境が続く中、戸建住宅の引渡しが前倒しさ

れたこと等により、連結売上高及び連結経常利益等において期初予想を大幅に上回る業績となり、平成23年10月19

日に「業績予想の修正に関するお知らせ」を公表しました。 

 当第２四半期連結累計期間の連結業績は期初予想を大幅に上回る業績となりましたが、上記の当第２四半期連結

累計期間に係る業績予想の修正に至った主要因である戸建住宅の引渡しについては通期では期初予想と変わらない

ことや、景気の先行きが不透明な状況で推移しておりますので、平成23年５月６日に公表いたしました平成24年３

月期の通期連結業績予想は変更しておりません。 

 なお、今後の見通しにつきましては引続き検討を行い、業績予想に関して修正の必要が生じた場合には、速やか

に開示する予定であります。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,170,264 6,724,230

完成工事未収入金 302,394 114,201

販売用不動産 12,283,571 12,728,369

仕掛販売用不動産 8,190,074 9,180,400

開発用不動産 24,655,397 24,137,901

未成工事支出金 39,918 103,538

貯蔵品 29,002 31,598

繰延税金資産 747,565 611,493

その他 729,709 1,320,147

貸倒引当金 △38,903 △38,988

流動資産合計 55,108,994 54,912,891

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,513,013 2,611,661

機械装置及び運搬具（純額） 1,424 1,527

工具、器具及び備品（純額） 90,870 133,435

土地 3,583,484 3,583,484

リース資産（純額） 25,892 22,057

建設仮勘定 29,302 －

有形固定資産合計 6,243,987 6,352,165

無形固定資産 9,170 10,188

投資その他の資産   

投資有価証券 431,928 452,697

長期貸付金 127,115 119,903

繰延税金資産 8,101 17,724

その他 396,267 396,785

貸倒引当金 △11,102 △11,035

投資その他の資産合計 952,309 976,075

固定資産合計 7,205,467 7,338,429

資産合計 62,314,462 62,251,321



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 2,063,357 2,024,905

短期借入金 10,051,150 8,709,900

1年内償還予定の社債 720,000 720,000

リース債務 8,053 8,053

未払法人税等 1,173,030 1,009,387

前受金 2,678,405 2,788,399

賞与引当金 160,100 157,080

その他 2,043,389 1,853,929

流動負債合計 18,897,487 17,271,656

固定負債   

社債 2,220,000 1,860,000

長期借入金 22,911,450 23,608,200

リース債務 19,133 15,106

再評価に係る繰延税金負債 91,323 91,323

その他 170,950 170,950

固定負債合計 25,412,856 25,745,579

負債合計 44,310,344 43,017,236

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,872,064 4,872,064

資本剰余金 5,451,466 5,451,466

利益剰余金 8,177,515 9,365,504

自己株式 △450,200 △450,268

株主資本合計 18,050,845 19,238,766

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △177,225 △135,179

土地再評価差額金 87,673 87,673

その他の包括利益累計額合計 △89,552 △47,505

新株予約権 42,825 42,825

純資産合計 18,004,118 19,234,085

負債純資産合計 62,314,462 62,251,321



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 27,308,244 35,675,934

売上原価 22,488,423 29,016,805

売上総利益 4,819,820 6,659,129

販売費及び一般管理費   

販売手数料 385,958 508,819

広告宣伝費 676,077 734,559

販売促進費 40,243 53,438

給料及び賞与 1,019,813 1,135,018

貸倒引当金繰入額 12,167 9,157

賞与引当金繰入額 86,960 90,425

事業税 22,000 28,600

消費税等 110,365 124,774

減価償却費 43,792 39,300

賃借料 123,115 162,727

その他 955,249 1,065,158

販売費及び一般管理費合計 3,475,744 3,951,980

営業利益 1,344,076 2,707,149

営業外収益   

受取利息 1,574 1,395

受取配当金 10,482 10,959

受取手数料 134,362 101,773

違約金収入 14,805 12,956

その他 17,148 24,732

営業外収益合計 178,373 151,818

営業外費用   

支払利息 126,352 141,456

社債発行費 5,145 －

その他 21,426 12,332

営業外費用合計 152,924 153,789

経常利益 1,369,525 2,705,178

特別利益   

貸倒引当金戻入額 11,726 －

特別利益合計 11,726 －

特別損失   

固定資産除却損 5,693 494

減損損失 1,917 －

投資有価証券評価損 225,115 21,074

特別損失合計 232,727 21,568

税金等調整前四半期純利益 1,148,524 2,683,609

法人税、住民税及び事業税 621,100 980,100

法人税等調整額 △144,452 126,652

法人税等合計 476,647 1,106,752

少数株主損益調整前四半期純利益 671,877 1,576,857

少数株主利益 － －

四半期純利益 671,877 1,576,857



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 671,877 1,576,857

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 136,084 42,046

その他の包括利益合計 136,084 42,046

四半期包括利益 807,961 1,618,904

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 807,961 1,618,904

少数株主に係る四半期包括利益 － －



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,148,524 2,683,609

減価償却費 107,042 125,523

社債発行費 5,145 －

有形固定資産除却損 5,693 494

投資有価証券評価損益（△は益） 225,115 21,074

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,067 18

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,666 △3,020

減損損失 1,917 －

受取利息及び受取配当金 △12,057 △12,355

支払利息 126,352 141,456

売上債権の増減額（△は増加） △270,413 188,192

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,907,081 △983,842

その他の流動資産の増減額（△は増加） 343,309 △589,536

仕入債務の増減額（△は減少） △143,484 △38,452

その他債務の増減額(△は減少) 700,877 △83,988

その他 5,828 35,116

小計 349,504 1,484,290

利息及び配当金の受取額 12,057 12,355

利息の支払額 △125,711 △142,942

法人税等の支払額 △512,950 △1,140,251

営業活動によるキャッシュ・フロー △277,099 213,451

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △400,678 △263,015

無形固定資産の取得による支出 － △2,462

貸付金の回収による収入 5,799 4,656

その他 △12,802 △1,200

投資活動によるキャッシュ・フロー △407,681 △262,021

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △359,100 △1,443,500

長期借入れによる収入 6,684,000 7,355,000

長期借入金の返済による支出 △6,722,700 △6,556,000

社債の発行による収入 594,854 －

社債の償還による支出 △200,000 △360,000

自己株式の取得による支出 △52 △68

リース債務の返済による支出 △3,287 △4,026

配当金の支払額 △191,992 △388,868

財務活動によるキャッシュ・フロー △198,278 △1,397,464

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △883,059 △1,446,033

現金及び現金同等物の期首残高 6,835,046 8,170,264

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,951,986 6,724,230



 該当事項はありません。 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

〔セグメント情報〕

  （単位：千円）

  
報告セグメント

合計

分譲住宅 住宅流通 土地有効活用 賃貸及び管理 注文住宅 

売上高             

外部顧客への売上高  10,341,702  9,776,837  3,539,865  3,580,048  69,790  27,308,244

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 －  －  －  －  －  －

計  10,341,702  9,776,837  3,539,865  3,580,048  69,790  27,308,244

セグメント利益  410,376  650,628  560,212  108,936  10,914  1,741,068

  （単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計  1,741,068

セグメント間取引消去  27,200

全社費用（注）  △424,191

四半期連結損益計算書の営業利益  1,344,076

  （単位：千円）

  
報告セグメント

合計

分譲住宅 住宅流通 土地有効活用 賃貸及び管理 注文住宅 

売上高             

外部顧客への売上高  14,538,587  13,242,688  3,871,973  3,837,895  184,790  35,675,934

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 －  －  －  －  －  －

計  14,538,587  13,242,688  3,871,973  3,837,895  184,790  35,675,934

セグメント利益又は損失（△）  1,824,671  624,927  483,172  177,834  △12,970  3,097,635



２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

  （単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計  3,097,635

セグメント間取引消去  29,700

全社費用（注）  △420,186

四半期連結損益計算書の営業利益  2,707,149

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象



（１）経営管理上重要な指標 

 当社グループは、経営体質の安定化のための不動産の在庫量をコントロールする３つの指標値を目標設定いたしま

した。当第２四半期連結会計期間末の実績（通期予想）は以下のとおりとなりました。 

※通期業績予想に基づく数値であります。 

（注）１．売上高に対する在庫の量をコントロールする指標：たな卸不動産/不動産売上高 

２．在庫に対する有利子負債の額をコントロールする指標：有利子負債/たな卸不動産 

３．純資産額に対する在庫の金額をコントロールする指標：たな卸不動産/純資産 

（２）販売及び契約の状況 

① セグメント別連結売上高 

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．住宅流通セグメントの「土地販売等」は、土地販売及び仲介手数料収入であります。 

４．補足情報

在庫量の指標 目標倍率 平成23年３月期実績 当第２四半期実績 

たな卸不動産/不動産売上高（注）１ １倍以下 0.96倍 0.86倍  ※

有利子負債/たな卸不動産 （注）２ 0.8倍以下 0.79倍 0.76倍 

たな卸不動産/純資産   （注）３ ２倍以下 2.51倍 2.40倍 

セグメントの名称 

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年９月30日） 

数量 金額（千円） 数量 金額（千円） 

分譲住宅  

自由設計住宅 戸 304  10,341,702 戸 420  14,538,587

住宅流通  

中古住宅 戸 481  7,648,311 戸 707  11,007,192

建売住宅 戸 81  2,121,979 戸 84  2,153,006

土地販売等 ㎡ －  6,546 ㎡ 1,141  82,488

  計 
戸 

㎡ 

562

－
 9,776,837

戸 

㎡ 

791

1,141
 13,242,688

土地有効活用  

賃貸住宅等建築請負 ―  2,826,761 ―  2,341,573

個人投資家向け一棟売賃貸マンション ―  713,103 ―  1,530,400

  計 ―  3,539,865 ―  3,871,973

賃貸及び管理 ―  3,580,048 ―  3,837,895

注文住宅 ―  69,790 ―  184,790

合計 
戸 

㎡ 

866

－
 27,308,244

戸 

㎡ 

1,211

1,141
 35,675,934



② セグメント別販売契約実績 

（注）１．期中契約高に記載された金額は、期中契約高と期中解約高を純額表示しております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３．個人投資家向け一棟売賃貸マンションの「期中契約高」数量欄の「棟」は建物の棟数、「件」は土地の件

数、「Ｆ」は一棟のうちのフロア単位で販売契約した数量を示しております。 

（参考） 

通期セグメント別連結売上高予想 

  

セグメントの名称 

前第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年９月30日） 

期中契約高 期末契約残高 期中契約高 期末契約残高

数量 金額（千円） 数量 金額（千円） 数量 金額（千円） 数量 金額（千円）

分譲住宅                 

自由設計住宅 514戸 17,582,114 665戸 21,479,852 359戸  12,349,324 589戸 18,756,615

住宅流通                 

中古住宅 493戸 7,865,558 134戸 2,149,005 749戸  11,640,203 168戸 2,602,789

建売住宅  81戸 2,052,726 39戸 980,677 85戸  2,202,907 39戸 1,051,723

土地販売等 731㎡ 41,846 731㎡ 35,300 1,516㎡  82,008 814㎡ 36,600

  計 
574戸 
731㎡ 9,960,131

173戸
731㎡

3,164,982
834戸

1,516㎡
 13,925,119

207戸 
814㎡ 3,691,113

土地有効活用                 

賃貸住宅等建築請負 17件 1,772,382 ― 6,285,050 19件  2,953,867 ― 7,779,928

個人投資家向け一棟売賃貸
マンション 

3棟 
3件 
1Ｆ 

466,252 ― 761,224
10棟
11件
1Ｆ

 1,536,100 ― 1,205,469

  計 
3棟 
20件 
1Ｆ 

2,238,634 ― 7,046,274
10棟
30件
1Ｆ

 4,489,967 ― 8,985,397

注文住宅 ― 163,501 ― 120,940 ―  323,832 ― 279,600

合計 

1,088戸 
731㎡ 
3棟 
20件 
1Ｆ 

29,944,382
838戸
731㎡

31,812,050

1,193戸
1,516㎡

10棟
30件
1Ｆ

 31,088,244
796戸 
814㎡ 31,712,726

区分 

通期予想 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

数量 金額（百万円） 構成比（％） 

分譲住宅      

自由設計住宅 戸 910  30,824  46.0

住宅流通    

中古住宅 戸 1,100  17,050  25.5

建売住宅等 戸 150  3,957  5.9

小計 戸 1,250  21,007  31.4

土地有効活用 ――  6,916  10.3

賃貸及び管理 ――  7,866  11.7

注文住宅 ――  387  0.6

合計 戸 2,160  67,000  100.0
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